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第
百
七
十
六
号
議
案
　
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
百
七
十
六
号
議
案

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
四
年
九
月
二
十
日

�

提
出
者　
　

東
京
都
知
事　
　

小　
　

池　
　

百　
　

合　
　

子　
　
　
　
　

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
又
は
職
員
の
死
亡
の
当
時
に
お
い
て
、
東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
う
た
わ
れ
る
人
権
尊

重
の
理
念
の
実
現
を
目
指
す
条
例
（
平
成
三
十
年
東
京
都
条
例
第
九
十
三
号
）
第
七
条
の
二
第
二
項
の
証
明
若
し
く
は
同
条
第
一
項
の
東
京
都
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
と
同
等
の
制
度
で
あ
る
と
知
事
が
認
め
た
地
方
公
共
団
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
制
度
に
よ
る
証
明
を
受
け
た

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
で
あ
つ
て
、
同
居
し
、
か
つ
、
生
計
を
一
に
し
て
い
る
も
の
（
以
下
単
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手

方
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
た
者
」
を
加
え
る
。

　

第
十
三
条
第
八
項
第
二
号
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
中
「
同
条
第
二
項
」

の
下
に
「
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
の
あ
る
職
員
に
対
す
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
親
族
」
と
あ
る
の
は
、

「
親
族
又
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
相
手
方
」
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
十
一
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
十
三
条
第
八
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
同
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二

項
の
退
職
手
当
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
同
項
の
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
提
案
理
由
）

　

東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
う
た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の
理
念
の
実
現
を
目
指
す
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
四
年
東
京
都
条
例
第
八

十
五
号
）
の
施
行
を
踏
ま
え
、
職
員
が
死
亡
し
た
場
合
に
退
職
手
当
を
支
給
す
る
遺
族
の
範
囲
に
係
る
規
定
を
改
め
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
う

必
要
が
あ
る
。


